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人材育成

△若者は学校全般に関わることが学べない

△学んでこなかったベテランに指導技術がない

△繰り返し同じ問題が発生してきた

127

人材育成

○教師としての生き方

○様々な問題に対する対応 等の指導

人材育成部の創設

課題解決のために

128

人材育成

◎若手教師に重要な職務を任せていく。

・研究主任 ・体育主任 ・特別活動主任

等

若手人材登用

129

人材育成

新赴任者に向けたガイダンス

新しく赴任してきた教師

△従来型学校システムとのギャップへの戸惑い

130

人材育成

◎毎週水曜日実施

ファースト会

校長
副校長
主幹教諭

人材育成担当

初任者～4年
次若手教師

131

人材育成

◎若手教師指導者養成のための研修会

セカンド会

５年次以降の教師

132
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人材育成

◎校外での研修成果を校内に還元する場

・東京教師道場報告

・各種研究発表会リハーサル

・研究会参加報告 など

ちょこっと塾

133

人材育成

事案決定システムでの指導

決
裁

134

人材育成

ＯＪＴノート

135

人材育成

ＯＪＴノート 内容の例

●出張
① 副校長に一言言うようにする
② 旅行命令簿を提出する
③ 学校から出発し、学校帰着とする
④ 上着、名札のＴＰＯを守る
⑤ 印鑑を持参する
⑥ 全日出張後は、ちょこっと塾で報告をする

・・・など
136

人材育成

ＯＪＴノートによる成果

◎経験や勘で行われてきたことを明文化

◎若手が知らなかった・・・

ベテランが気付かなかった・・・

といった、うっかりミスが少なくなってきた

137

人材育成

当たり前一覧

◎外部からの要望
などを一覧にまとめ、
職員室に掲示
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リニューアル大岱

文部科学省学力向上研究推進校
東村山市教育委員会教育課題研究推進校

139

リニューアル大岱

文部科学省学力向上研究推進校
東村山市教育委員会教育課題研究推進校

140

学力向上策２ （放課後学習）

新学力向上システム

◎会議を行わないメリットを最大限生かす。

・放課後学習を全学級必ず行う。

・学習が苦手な子供に最後まで指導する。

・学級での取り組みの時間としても活用する。

141

４ 学テＢ問対策 → １ 教科横断的学習

（過去問） （問題解決学習・言語力育成）

↑ ↓

３ 家庭学習 ← ２ 基礎・基本学習

（家庭学習の手引き書） （ドリル・補習）

学力向上４策

142

大岱ドリル

新学力向上システム

国語・算数・理科・社会

143

これっきり算数・これっきり算数検定

新学力向上システム

◎算数学習の基本中の基本を身に付けさせる。

・子供がつまづきやすい問題を収集・整理

・反復練習させ確実に定着

・セカンドスクールでのテキスト
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サマースクール

新学力向上システム

◎夏季休業日を活用して

子供たちの補習を行う。

・学びを連続させる。

・生活リズムを乱させない。

145

セカンドスクール

新学力向上システム

◎補習の場

・金曜日放課後

・個別指導

・これっきり算数

大岱ドリル等

146

学力テストマネジメント

新学力向上システム

◎全国学力学習状況調査

◎東京都児童生徒の学力向上を図るための調査

結果を受けて・・・

・補習（問題解説、解き直し）

全教師で

指導にあたる

147

新学力向上システム

教科担任制

国語
音楽理科

社会

家庭科
外国語

図工
体育

平成２２年度 第５・６学年
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ノート指導

新学力向上システム

◎1年～6年まで

継続したノート指導

◎良いノートモデルを

全校で共有

ノートコンクール・ノート大賞
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リニューアル大岱

文部科学省学力向上研究推進校
東村山市教育委員会教育課題研究推進校
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１ 熊本県教育委員会指定７校

２ 山鹿市小中学校

２ 高知県教育委員会

３ 津野町小・中学校(高知）
４ 越知町小・中学校(高知）
５ 小柳小学校（府中）

６ 青木小・中学校(長野）

当たり前を行い成果の出た
学校・自治体

151

子どもと向き合う
時間づくりの工夫

山鹿市立山鹿中学校

説明資料

152

はじめに・・・

・学校の現状・・・２０年前と変わらず

・状況分析・・・・・前例踏襲で変化を嫌う

・必要な施策・・・校内のシステムを変える

学校改革は子どものために！

153

具体的な取組

・会議の精選→授業日には開催しない

・職員朝会の削減→週１回のみ

・校内研修の削減→教科研・個別指導へ

・生徒と関わるボランティア活動の実施

・少人数学習や放課後学習会の継続実施

・山鹿中学校人権宣言五ヶ条の徹底

・山中「愛の１・２・３」の徹底

・自学の習慣づけ（日課の工夫）

154

「行事の手引き」と「指導の手引き」で
生徒と関わる時間を増やす

155

授業日の会議の精選で
生徒と関わる時間を増やす

Ｈ２０ Ｈ２２ Ｈ２４

職員会議 ２８ ２５ ６

校内研修 １５ １９ ２

人権教育研修 ２ １ １

校外研修 １２ ６ ８

計 ５７ ５１ １９

※必要な会議・研修等は長期休業中に集中して行う
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朝会削減で生徒と関わる時間を
増やす

157

放課後学習会で生徒と関わる
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不登校生徒数の変遷
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互いに感謝し、支え合う教師と生徒

160

高知県の課題

161

・小学校 全国４７位
・中学校 全国４５位

学力と同じように自分の力を最大限に
発揮しようとする気持ちや意欲、一生懸
命がんばることを後押しする教育が出来
ているかが問われます。

（県の報告書Ｈ．２２より）

全国最低水準の体力・運動能力
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・不登校 全国ワースト２位
・暴力行為 全国ワースト２位
・高校中退 全国ワースト２位

生徒指導上の課題に対応するため一
人一人の子供に寄り添うことができるか
が大きな課題

（県の報告書より）

生徒指導上の課題

163

どげんかせんと
いかん

164

「教師が学び教師が

育つプロジェクト」

～県教委指定１校、Ｈ２４～

165

平成２５年度に
成果！

166

高知県の平均正答率と全国平均の差
の推移(小学校）

167

中学校の推移

168
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高知県の平均正答率について、全国平均（公立）との差
を見ると、着実に改善してきている。

●小学校

・ほとんどの教科で全国平均以下(平成１９～２１年度）
３教科で全国平均を上（特に国語Ａは全国的に見ても
高い）（２５年度）

●中学校

・全国平均を大きく下回る、３教科が－８%以下(平成１９～
２１年度）

・全国平均との差が大きく改善(平成２５年度）
（－８%以下だった３教科は、それぞれ４～５%上昇）

平成２５年度全国学力・学習状況調査
の結果(文科省談）

169

高知県の平均正答率について、全国平均（公立）との差
を見ると、着実に改善してきている。

●小学校

・ほとんどの教科で全国平均以下(平成１９～２１年度）
３教科で全国平均を上（特に国語Ａは全国的に見ても
高い）（２５年度）

●中学校

・全国平均を大きく下回る、３教科が－８%以下(平成１９～
２１年度）

・全国平均との差が大きく改善(平成２５年度）
（－８%以下だった３教科は、それぞれ４～５%上昇）

平成２５年度全国学力・学習状況調査
の結果(文科省談）
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終
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